
 

令和２年度第２回橿原市図書館協議会 

議事録（書面決議） 

 

決議日：令和３年３月７日（決議書提出期限） 

開催方法：書面開催（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため） 

決議書提出委員：会  長 坂根 満 

               副会長 苑樹 慶子 

               委  員 森本 和仁 

               委  員 桝谷 佐千代 

               委  員 西村 洋子 

               委  員 榎並 敦子 

               委  員 筒井 弘和 

 

委員からのご意見 

 報告事項「令和２年度事業報告について」 

 〇読書活動推進事業費は児童書を中心に購入することも良いことだと思う。成人になって来館する人が多 

くなる。 

 〇利用状況について、コロナ禍でもあり、工事による閉館もあり、数の減少は当然かと思う。多分他の文化 

施設も同様ではないか。その中で、自粛中に「こんな時こそ、本を読みたい」という市民の声に応えて、予 

約可能本を増やし、貸出可能にしてもらえたことは利用者の一人としても感謝している。数字の上からも、 

市民のニーズに応えたものと考える。 

 

 第１号議案「令和３年度図書館予算（案）について」 

 〇新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、市の財政はひっ迫しているが、来年度は頑張って獲得してほし 

い。 

 〇図書購入費の減は残念だが、コロナ禍であり、ある程度は仕方ないと思う。私は蔵書は量というより、質 

の問題ではないかと考えている。「市議会だより２１５号」に市の回答中に「図書の新鮮度を上げることが 

先決」とあったが、それがこの予算案と少し矛盾している気がする。 

 

 第２号議案「令和３年度図書館事業計画（案）について 

 〇中央公民館が旧水道局へ移転するので、あいた部屋を閲覧室等にあててはどうか。 

 〇コロナ禍の中、様々な行事イベント等、大変な中、出来る行事等を再開実施して下さっている事はとても

嬉しいです。今年度もよろしくお願いします。 



 

 

 〇③図書館広報事業のアンケートについて、市民のニーズ等を知るにはとても有効だと思う。差し障りなけ 

れば、アンケートの目的や方法を知りたい。 

 

 第３号議案「図書館運営のあり方について」 

 〇司書の免許をもった職員が長期にわたって勤務することが、住民サービスの向上につながる。 

 〇公共図書館の運営については特に財政面で極めて厳しい状況であることは充分承知しておりますが、 

それでも尚、図書館そのものの意味が問われる指定管理者制度の導入の是非については、充分に審議 

をするべきと考えます。 

 〇いつかは検討される議案だと思っていた。とてもわかりやすい比較表で、次回以降の協議の参考になる 

と思う。私は教育と文化は自治体が責任を持つべき分野であり、まして図書館は利潤を上げる目的の施 

設ではないので、指定管理には向かないと考えている。自治体の財政運用の問題もあるとは思うが、今 

後、深く協議できれば幸いである。 

 

決議結果 

議 案 決議結果 

報告事項 

令和２年度事業報告について 

・承認する    ７票 

・承認しない  ０票 

第１号議案 

令和 3年度図書館予算（案）について 

・承認する    ７票 

・承認しない  ０票 

第２号議案 

令和３年度図書館事業計画（案）について 

・承認する    ７票 

・承認しない  ０票 

第３号議案 

図書館運営のあり方について 

・承認する    ７票 

・承認しない  ０票 

 

 橿原市立図書館の管理運営に関する規則（以下「規則」という。）第２２条第２項の規定により、委員７名

全員から決議書の提出があったため本協議会は成立しました。また、規則第２２条第３項の規定により過半

数以上の委員の承認を得たため、報告事項及び第１号から第３号の議案はすべて承認されました。 

 

令和 ３ 年   ３月   ９日 

議事録署名委員          








































